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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

「
キ
リ
（
ギ
リ
）」
の
展
開
に
つ
い
て

―
タ
形
接
続
を
中
心
に

―

岩　
　

田　
　

美　
　

穂

一　

は
じ
め
に

現
代
共
通
日
本
語
（
以
下
、
現
代
語
）
に
お
い
て
（
1�

a
）
～
（
1�

f
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
キ
リ
が
あ
る
（
渡
邊
二
〇
〇
二
よ
り
）。

（
1
）
a　

き
り
が
悪
い
。

　
　

 

b　

爪
き
り
を
探
す
。

　
　

 

c　

父
は
母
に
家
計
を
任
せ
き
り
だ
。

　
　

 

d　

彼
は
一
人
き
り
で
生
活
を
し
て
い
る
。

　
　

 

e　

彼
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
た
き
り
だ
。

　
　

 

f　

彼
は
家
を
飛
び
出
し
て
い
っ
た
き
り
帰
っ
て
こ
な
い
。

現
代
語
に
お
い
て
キ
リ
は
、（
1�

a
）
の
よ
う
な
名
詞
用
法
か
ら
（
1�

f
）

の
よ
う
な
副
助
詞
的
用
法
ま
で
非
常
に
多
様
な
用
法
を
持
つ
。
キ
リ
は
、
動

詞
「
き
る
」（「
切
」
ま
た
は
「
限
」）
の
名
詞
形
「
切
（
限
）
り
」
に
由
来
す

る
と
さ
れ
る
（
此
島
一
九
六
六
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
な
ど
）。

（
1�

a�

b
）
の
よ
う
な
名
詞
用
法
か
ら
発
達
し
、（
1�

c
～
f
）
は
接
尾
語
（
付

属
語
）
や
副
助
詞
と
さ
れ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
な
ど
）。（
1�

c
）

は
動
詞
連
用
形
に
接
続
し
「
ず
っ
と
～
す
る
」
の
よ
う
な
意
、（
1�

d
）
は

「
～
だ
け
」
の
よ
う
な
限
定
の
意
、（
1�

e�

f
）
は
動
詞
終
止
形
（
タ
形
）
に

接
続
し
、「
～
し
た
ま
ま
」
の
よ
う
な
意
で
あ
る
時
点
を
境
と
す
る
意
を
表

す
。
本
稿
は
、
現
代
語
に
見
ら
れ
る
キ
リ
の
多
様
な
用
法
の
う
ち
、
特
に
動

詞
の
タ
形
を
受
け
る
（
1�

e�

f
）
の
よ
う
な
用
法
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な

過
程
で
成
立
し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
現
代
語
に
お
い
て
は
「
キ
リ
」
と
清
音
に
な
る
（「
ッ
キ
リ
」
の
よ

う
に
促
音
を
含
む
場
合
も
あ
る
）の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は「
ギ

リ
」
の
形
で
出
現
す
る
こ
と
が
多
い）

1
（

。
本
稿
で
は
、「
キ
リ
」「
ギ
リ
」
を
異

形
態
と
し
、
以
後
表
記
上
は
キ
リ
（
特
に
区
別
が
必
要
で
あ
る
場
合
は
「
キ

リ
」「
ギ
リ
」）
と
書
く
こ
と
と
す
る
。
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二　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

二
・
一　

先
行
研
究
概
観

キ
リ
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
副
助
詞
と
し
て
い
く
つ
か
の
概
説
的

な
記
述
が
あ
る
。
湯
澤
（
一
九
三
六
）
を
始
め
と
し
て
此
島
（
一
九
六
六
）、

倉
持
（
一
九
六
九
）
な
ど
が
あ
り
、
近
世
前
期
上
方
語
か
ら
こ
の
よ
う
な
キ

リ
の
発
達
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
世
期
以
降
の
通

史
を
詳
細
に
辿
っ
た
研
究
と
し
て
渡
邊
（
二
〇
〇
二
）
が
あ
り
、
主
に
意
味

の
面
か
ら
各
用
法
の
派
生
関
係
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
形
式
名
詞

キ
リ
の
文
法
化
の
観
点
か
ら
キ
リ
諸
用
法
の
発
達
過
程
と
用
法
間
の
関
係
を

論
じ
た
も
の
と
し
て
宮
地
（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に

よ
っ
て
、
キ
リ
の
発
達
、
特
に
（
1�

d
）
～
（
1�

f
）
の
よ
う
な
現
代
の
キ

リ
の
中
心
と
な
る
用
法
は
、
近
世
後
期
江
戸
語
に
お
い
て
発
達
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

二
・
二　

キ
リ
の
展
開
と
そ
の
問
題
点

次
に
、
諸
用
法
の
発
生
と
そ
の
関
連
性
、
お
よ
び
構
文
（
文
法
）
面
で
の

変
化
の
動
機
も
含
め
、
最
も
詳
細
に
、
か
つ
、
名
詞
か
ら
機
能
語
へ
の
文
法

変
化
と
い
う
観
点
か
ら
一
連
の
展
開
と
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
宮
地
（
二
〇

一
一
）
を
も
と
に
、
キ
リ
の
史
的
展
開
を
把
握
し
て
お
こ
う
。

先
述
の
よ
う
に
キ
リ
は
（
1�

a
）
の
よ
う
な
名
詞
用
法
か
ら
形
式
化
（
文

法
化
）
し
現
代
の
よ
う
な
多
様
な
用
法
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

宮
地
（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
の
主
要
な
歴
史
的
変
化
は
次
の
（
2
）

に
ま
と
め
ら
れ
る
（
二
一
九
頁
）。
対
応
す
る
用
例
を
（
3
）
に
示
す
。

（
2
）
①�

時
空
間
に
お
い
て
「（
区
）
切
り
＝
限
界
・
際
限
」
を
示
す
範
囲
名

詞

　
　

 

②�

時
間
名
詞
・
空
間
名
詞
・
身
体
名
詞
な
ど
一
定
の
上
接
語
に
付
く

形
式
名
詞
（
形
式
化
・
接
尾
語
化
）

　
　

 

③
述
語
用
法
獲
得
、
叙
述
名
詞
句
の
構
成
（
叙
述
名
詞
化
）

　
　

 

④
ア
リ
キ
リ
・
指
示
詞
＋
キ
リ
等
で
の
副
詞
句
構
成

　
　
　

 

④

−

1
語
彙
化　

／　

④

−

2
遊
離
数
量
詞
的
副
詞
句
用
法

　
　

 

⑤�

上
接
要
素
の
拡
大
（
ル
・
タ
形
）
＝
副
詞
節
を
構
成
す
る
形
式
名
詞

（
副
助
詞
）
化

　
　

 

⑥
否
定
述
語
文
で
の
再
分
析
（
係
助
詞
化）

2
（

）

（
3
）
①�

御
身
い
と
し
に
は
き
り
が
な
い
。（
宗
安
小
歌　

宮
地
二
〇
一
一
、用

例
8
）

　
　

 

②
墨
染
ご
ろ
も
の
ひ
ざ
き
り
な
る
に
（
高
野
物
語　

同
、
用
例
9
）

　
　

 

③�

ゆ
う
れ
い
、
と
ん
と
ち
か
ら
を
お
と
し
、
あ
ゝ
、
も
は
や
お
れ
が
命

も
こ
れ
ぎ
り
じ
ゃ
。（
軽
口
は
る
の
山　

同
、
用
例
15
）

　
　

 

④�

扨
は
る
〴
〵
よ
り
樽
二
つ
此
酒
の
有
切
（
あ
り
ぎ
り
）
に
あ
そ
ぶ
な

れ
ば
、（
好
色
一
代
女　

同
、
用
例
17
）

　
　

 
⑤�

煩
ふ
な
よ
と
云
た
切
（
き
り
）、
帰
つ
て
行
き
ま
し
た
は
（
春
色
辰

巳
園　

同
、
用
例
37
）

　
　

 

⑥�
私
の
よ
う
な
人
間
か
ら
は
そ
う
き
り
い
え
ま
せ
ん
。（
濁
っ
た
頭　

同
、
用
例
43
）

中
世
末
ま
で
に
①
～
③
、
近
世
上
方
語
に
お
い
て
②
③
が
隆
盛
し
④
が
萌

99
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芽
、
④
⑤
⑥
の
よ
う
な
文
法
的
性
質
の
大
き
な
変
化
は
近
世
江
戸
語
・
近
代

東
京
語
に
お
い
て
生
じ
た
と
さ
れ
る
。
意
味
の
面
で
は
、
③
の
段
階
に
お
い

て
時
間
・
場
所
名
詞
や
数
量
名
詞
を
上
接
語
と
し
て
取
っ
て
い
た
用
例
の
う

ち
、（
4
）
の
よ
う
な
上
接
語
の
解
釈
が
「
文
脈
上
小
・
低
」
と
な
る
も
の
か

ら
「
限
定
的
解
釈
」
が
生
じ
、
特
に
江
戸
語
に
お
い
て
上
方
語
の
「
ダ
ケ
」

に
あ
た
る
限
定
の
副
助
詞
と
し
て
発
達
し
た
と
す
る
。

（
4
）�

た
つ
た
一
夜
切
（
ぎ
り
）
に
切
賣
に
す
る
娘
御
ぢ
ゃ
ご
ざ
ら
ぬ
（
鑓
の

権
三
重
帷
子
）

宮
地
（
二
〇
一
一
）
は
資
料
か
ら
詳
細
に
用
例
を
辿
り
、
多
様
な
用
法
を

ふ
ま
え
丁
寧
に
そ
の
段
階
性
を
考
察
し
て
お
り
、
概
ね
の
キ
リ
展
開
と
し
て

（
2
）
の
流
れ
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
④
か
ら
⑤
（
1�

f
）

へ
の
展
開
に
関
し
て
は
、
一
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

④
⑤
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
述
語
名
詞
（
叙
述
名
詞
）
を
構
成
し
て
い

た
キ
リ
が
、（
A
）
近
世
期
に
④
の
よ
う
な
「
あ
り
き
り
」
の
形
で
動
詞
を
接

続
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
、
こ
れ
が
「
あ
る
範
囲
」
と
い
う
「
分
量
」
を

表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
遊
離
数
量
詞
的
」
に
副
詞
句
を
構
成
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、（
B
）
こ
の
分
量
用
法
を
継
起
と
し
て
、「
句
の
包
摂
」
が
起

き
上
接
要
素
が
拡
大
、
さ
ら
に
タ
形
接
続
が
可
能
と
な
り
副
詞
句
（
節
）
を

形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
二
点
に
あ
る
。「
あ
り
き
り
」
の
よ
う
な
分

量
を
表
す
用
法
は
、「
ダ
ケ
」
の
文
法
変
化
に
も
見
ら
れ
、
他
の
副
助
詞
の
変

化
と
並
行
的
に
捉
え
ら
れ
る
点
で
、
宮
地
（
二
〇
一
一
）
の
説
は
優
れ
て
お

り
、
示
唆
に
富
む
。

し
か
し
な
が
ら
、「
ダ
ケ
」
の
変
化
と
同
様
に
「
あ
り
き
り
」
を
副
詞
句
構

成
の
継
起
と
考
え
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
点
に
は
疑
問
が
残
る
。「
あ
り
き

り
」
を
継
起
と
し
て
上
接
要
素
の
拡
大
を
考
え
る
場
合
、
接
続
形
が
連
用
形

→
終
止
連
体
形
（
ル
形
）
へ
変
化
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ

ら
に
な
ぜ
タ
形
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
対
し
て
も
有
効
な
説
明
と
は

な
ら
な
い
。
江
戸
語
に
お
い
て
は
終
止
連
体
形
（
ル
形
）
に
接
続
し
た
例
が

見
ら
れ
ず
、
用
例
上
「
あ
り
き
り
」
か
ら
直
接
タ
形
接
続
に
移
行
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
点
も
問
題
で
あ
る）

3
（

。
ま
た
、「
あ
り
き
り
」
は
分
量
を
表
す
の

で
一
定
の
「
範
囲
」
を
意
味
す
る
が
、
タ
形
に
接
続
す
る
キ
リ
は
あ
る
「
時

点
」
を
表
し
て
お
り
、
キ
リ
自
体
の
意
味
の
相
違
も
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
通
史
を
追
う
場
合
、
変
化
の
段
階
が
資
料
上
で
観
察
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
し
ば
し
ば
起
こ
る
が
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
「
あ
り
き
り
」
か
ら

（
1�

e�

f
）
の
よ
う
な
用
法
へ
の
変
化
を
直
接
結
び
つ
け
る
の
は
難
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
は
特
に
タ
形
に
接
続
す
る
キ
リ
の
発
達
に
つ
い
て
、
他
の

方
向
か
ら
の
変
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三　

変
化
の
概
要

三
・
一　

調
査
の
概
要

本
節
で
は
、
十
八
、
十
九
世
紀
の
上
方
語
・
江
戸
語
の
資
料
（
資
料
の
内

容
は
【
調
査
資
料
・
使
用
テ
キ
ス
ト
】
参
照
）
か
ら
「
キ
リ
」・「
ギ
リ
」
を

収
集
し

）
4
（

、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
そ
の
変
化
の
概
要
を
み
て
い
く
。

キ
リ
に
見
ら
れ
る
振
る
舞
い
の
違
い
か
ら
、
上
方
語
の
用
例
を
、
一
七
五

〇
年
（
上
方
Ⅰ
期
）
ま
で
と
一
七
五
〇
～
一
八
〇
〇
年
代
（
上
方
Ⅱ
期
）、
江

100
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戸
語
の
用
例
を
、
一
七
〇
〇
年
代
（
江
戸
Ⅰ
期
）
と
一
八
〇
〇
年
代
（
江
戸

Ⅱ
期
）
の
そ
れ
ぞ
れ
二
期
に
分
け
る
。

先
行
研
究
で
既
に
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
キ
リ
は
そ
の

上
接
語
と
、構
文
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
上
接
要
素
は
、確

認
で
き
た
用
例
か
ら
、
明
日
、
五
日
な
ど
の
時
間
名
詞
、「
千
両
」
の
よ
う
な

数
量
詞
、
指
示
語
、
上
記
以
外
の
普
通
名
詞
、
動
詞
、
そ
の
他
の
六
つ
に
分

類
す
る
。
次
に
構
文
は
、
キ
リ
に
助
詞
が
付
属
し
名
詞
句
と
し
て
使
用
さ
れ

る
も
の
を「
キ
リ
ノ
」「
キ
リ
ニ
」「
キ
リ
デ
」、
キ
リ
が
述
語
で
使
わ
れ
る
も

の
「
～
キ
リ
ジ
ャ
」（
コ
ピ
ュ
ラ
が
現
れ
ず
述
語
位
置
で
使
わ
れ
る
も
の
も

含
む
）
を
「
述
語
」、
キ
リ
が
何
も
伴
わ
ず
に
現
れ
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
も

の
を
「
キ
リ
φ
」
と
し
、
5
つ
に
大
き
く
分
類
す
る
。
以
上
の
区
別
で
調
査

し
た
範
囲
で
の
用
例
を
分
類
し
た
結
果
を
表
1
、
表
2
に
示
す
。

三
・
二　

上
方
語
に
お
け
る
キ
リ

三
・
二
・
一　

一
七
五
〇
年
頃
ま
で

表
1
の
結
果
か
ら
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
上
方
語
の
キ
リ
は
そ
の
初
期
段

階
に
お
い
て
上
接
要
素
は
時
間
名
詞
が
六
割
以
上
と
顕
著
な
偏
り
を
見
せ
る
。

構
文
は
助
詞
ニ
を
伴
っ
た
形
が
半
数
程
度
を
占
め
る
。
こ
の
時
期
の
キ
リ
の

典
型
は
、「
時
間
名
詞
＋
キ
リ
＋
ニ
～
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
間
名

詞
を
取
る
場
合
、
例
え
ば
、（
5�

a
）
で
は
「
こ
の
三
日
の
間
に
」「
三
日
間

を
期
限
と
し
て
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
主
節
事
態
が
成
立
す
る
何
ら
か
の
時

間
的
範
囲
を
表
す
。

計 動詞 普通 指示 数量 時間
13（19） 1 1 1 11 ノ

上
方
Ⅰ

32（46） 3 2 9 19 ニ
3� �（4） 2 1 デ
10（14） 2 2 6 述語

φ
�9�（13） 9 他

69 4（5） 2（2） 7（10） 10（14）45（65）計
�4�（18） 1 3 ノ

上
方
Ⅱ

�4�（18） 3 1 ニ
�5�（23） 5 2 デ
�8�（36） 6 2 述語

φ
1� �（6） 1 他

22 1（4） 14（64） 3（14） 6（27）計

表
1
　
上
方
語
の
キ
リ
の
類
型
（
　
）
内
は
割
合

（
5
）
a　

�

こ
の
三
日
限
（
ギ
リ
）
に
貸
し
た
る
銀
、
そ
れ
を
返
せ
と
い
ふ
こ

と
と
。（
曾
根
崎
心
中
、
二
・
二
五
頁
）

　
　

 
b　

�
先
づ
昼
過
ぎ
よ
り
夜
半
切
に
、
下
着
の
白
小
袖
木
綿
入
れ
て
ふ

く
ら
か
し
、（
野
白
内
証
鑑
、
二
七
七
頁
）

数
詞
の
例
で
は
、「
一
番
」「
一
代
」
な
ど
や
は
り
時
間
に
関
わ
る
も
の
と
、

「
一
座
」「
一
間
」
な
ど
空
間
、「
千
両
」「
二
斗
」
な
ど
の
量
を
表
す
も
の
が
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あ
り
、
そ
の
数
量
の
「
範
囲
」
を
表
す
。
構
文
的
に
は
や
は
り
「
ニ
」
を
取

る
も
の
が
最
も
多
い
。

（
6
）
a　

�
こ
の
跡
を
娘
に
渡
し
苦
労
す
る
か
は
い
さ
に
。
一
代
限
（
ぎ
り
）

に
家
を
捨
て
、
嫁
入
り
さ
せ
た
親
心（
大
経
師
昔
暦
、
二
・
五
五

九
頁
）

　
　

 

b　

�

書
院
の
入
り
口
を
改
め
、
そ
の
一
間
ぎ
り
に
出
入
り
を
や
め
て
、

（
新
可
笑
記
、
四
・
六
〇
〇
頁
）

　
　

 

c　

�

大
上
戸
の
同
行
四
人
、
い
つ
と
て
も
諸
白
、
二
斗
切
に
呑
み
ほ
し

け
る
。（
好
色
一
代
女
、
五
〇
〇
頁
）

次
に
、
動
詞
は
い
ず
れ
も
「
あ
り
」（
連
用
形
）
を
取
り
、
何
か
が
「
あ
る

範
囲
（
あ
る
だ
け
）」
を
表
す
。
全
て
「
ニ
」
を
伴
う
。

（
7
）�

お
初
尾
の
残
り
を
あ
り
き
り
に
と
ら
せ
、
山
崎
よ
り
の
舟
ち
ん
な
く

て
、（
西
鶴
置
土
産
、
五
一
九
頁
）

キ
リ
が
「
キ
リ
ノ
」
と
述
語
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
げ
て
お

く
。
い
ず
れ
も
十
日
間
や
五
年
間
と
い
う
「
範
囲
」
を
表
す
。

（
8
）
a　

�

十
日
限
の
手
懸
者
を
置
き
て
夜
の
な
ぐ
さ
み
（
好
色
一
代
男
、

一
・
一
二
一
頁
）

　
　

 

b　

�

お
娘
の
年
も
丸
五
年
切
り
。
給
銀
は
金
百
両
。
さ
ら
り
と
手
を
打

つ
た
。（
曾
我
会
稽
山
、
七
三
頁
）

「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（
9
）
a　

�

約
束
の
日
限
切
れ
る
も
言
い
延
ば
し（
冥
途
の
飛
脚
、
一
・
一
二

四
）

　
　

 

b　

�

幾
日
幾
日
の
日
切
り
し
て
、
皆
々
宿
所
に
帰
り
け
る
。（
曾
根
崎

心
中
、
二
・
六
〇
）

（
9�

a
）
は
、「
日
限
」
が
切
れ
る
と
い
う
名
詞
、（
9�

b
）
は
「
日
切
す
る
」

で
サ
変
動
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
や
は
り

「
範
囲
」
を
表
し
て
い
る
点
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

以
上
の
観
察
か
ら
キ
リ
は
も
と
も
と
時
間
的
な
「
範
囲
」
を
表
す
名
詞
句

を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
間
の
範
囲
を
も
と
に
空
間
や
数
量
に
上

接
要
素
を
拡
張
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
キ
リ
は
上
接
要
素

や
構
文
に
関
わ
ら
ず
、「
範
囲
」
を
表
す
名
詞
句
を
構
成
す
る
と
言
え
る
（
渡

邊
二
〇
〇
二
）。
特
に
、
助
詞
ニ
を
伴
い
、
主
節
述
語
事
態
の
成
立
す
る
範
囲

を
付
加
す
る
連
用
修
飾
成
分
と
な
る
場
合
が
多
い
。
本
論
で
は
、
こ
れ
を
キ

リ
の
最
も
初
期
段
階
の
用
法
と
位
置
付
け
る
。

三
・
二
・
二　

一
七
五
〇
年
～
一
八
〇
〇
年
代

一
七
五
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
上
接
要
素
の
割
合
と
し
て
指
示
語
が
増

え
る
。
こ
の
時
期
は
資
料
的
な
制
約
も
あ
り
総
数
が
少
な
い
た
め
、
割
合
は

参
考
程
度
だ
が
、
六
割
以
上
を
指
示
語
が
占
め
る
の
に
対
し
、
時
間
名
詞
は

三
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
に
見
ら
れ
る
指
示
語
へ
の
偏
り
は
、
江

戸
語
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
の
歴
史
に
お
い
て
、

一
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
指
示
語
へ
の
偏
り
が
、
キ
リ
の

史
的
展
開
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
は
四
節
で
検

討
す
る
。
ま
た
、
構
文
と
し
て
は
「
キ
リ
デ
」
や
述
語
名
詞
に
な
る
例
が
割

合
を
増
や
し
、
相
対
的
に
「
キ
リ
ニ
」
の
割
合
が
低
下
す
る
、
と
い
う
傾
向

を
示
す
。
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（
10
）
a　

�
も
は
や
お
れ
が
命
も
こ
れ
ぎ
り
じ
ゃ
。（
軽
口
は
る
の
山
）

　
　

 

b　

�
も
し
へ
あ
な
た
も
ふ
是
切
（
こ
れ
ぎ
り
）
で
よ
ん
ど
お
く
れ
な
さ

ら
ん
じ
ゃ
あ
ろ
ふ
ナ
（
粋
の
曙
、
二
九
六
頁
）

三
・
三　

江
戸
語
に
お
け
る
キ
リ
の
変
化

次
に
江
戸
語
に
お
け
る
キ
リ
の
様
相
を
確
認
し
て
お
く
。

表
2
を
見
る
と
、
一
七
五
〇
～
一
八
〇
〇
年
代
の
概
ね
の
傾
向
は
、
上
方

語
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
の
キ
リ
の
展
開
は
、
上
方
語
と
江
戸
語
を

並
行
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八

〇
〇
年
代
以
降
は
、
先
行
研
究
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
上
方
語

が
キ
リ
を
衰
退
さ
せ
る
の
に
対
し
、
江
戸
語
で
は
キ
リ
が
何
も
伴
わ
ず
に
現

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
タ
形
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
と
い
う
二

つ
の
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。

（
11
）
a　

�

真
に
受
た
振
で
薬
を
や
つ
た
ら
湯
う
の
ん
で
来
る
と
い
つ
て
往
た

つ
き
り
今
に
う
し
や
あ
が
ら
ね
へ（
深
川
新
話
、八
・
二
二
五
頁
）

　
　

 

b　

�

ゆ
ふ
れ
い
、
ふ
つ
と
き
へ
て
、
そ
れ
き
り
こ
ぬ
。（
青
楼
吉
原
咄
、

一
七
・
二
一
〇
）

　
　

 

c　

�

金
の
あ
り
き
り
。
な
く
さ
つ
し
や
る
か
。（
無
頼
通
説
法
、
八
・

二
九
二
頁
）

計 タ形 動詞 指示 数量 時間
2� �（6） 1 1 ノ

江
戸
Ⅰ

�4�（12） 4 ニ
�6�（18） 6 デ
16（47） 10 1 6 述語
�4�（12） 1 1 1 φ
2� �（6） 2 他

34 1（2） 1（2） 22（65） 1（2） 9（26）計
3� �（4） 3 ノ

江
戸
Ⅱ

16（24） 16 ニ
11（16） 2 6 2 デ
14（21） 1 6 3 4 述語
19（28） 4 2 12 φ
5� �（7） 3 1 1 他

66 10（15） 2（3） 44（67） 4（6） 6（9） 計

表
2
　
江
戸
語
に
お
け
る
キ
リ
の
類
型
　（
　
）
内
は
割
合

調
査
し
た
範
囲
で
最
も
早
い「
キ
リ
φ
」、
タ
形
へ
の
接
続
は
、
と
も
に
一

七
七
八
、
一
七
七
九
年
で
あ
り
、
一
七
八
〇
年
頃
を
境
に
キ
リ
は
大
き
く
変

化
し
た
と
見
ら
れ
る
。「
キ
リ
φ
」
の
割
合
は
、
一
八
〇
〇
年
代
以
降
三
割
程

度
に
増
加
し
、
指
示
語
、
動
詞
（「
あ
り
き
り
」
の
み
）、
タ
形
に
は
見
ら
れ

る
が
、
時
間
名
詞
、
数
詞
を
取
り
「
キ
リ
φ
」
と
な
る
例
は
見
ら
れ
な
い
点

が
注
意
さ
れ
る
。
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上
接
要
素
と
し
て
は
、
上
方
語
と
同
様
に
指
示
語
が
六
割
以
上
を
占
め
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
時
間
名
詞
は
特
に
一
八
〇
〇
年
代
以
降
、
一
割
以
下

に
減
少
す
る
。

四　

指
示
語
の
変
化
と
タ
形
接
続

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
キ
リ
の
変
化
の
特
徴
と
し
て
、
一
八
〇
〇
年
代
頃

か
ら
上
方
語
・
江
戸
語
と
も
に
上
接
要
素
が
指
示
語
に
偏
る
、
と
い
う
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。
指
示
語
の
増
加
自
体
は
、
様
々
な
先
行
研
究
で
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
指
示
語
へ
の
偏
り
が
キ
リ
の
歴
史
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
表
1
、
2
の
示
す
通
り
、
一
七
五

〇
年
以
降
の
上
方
語
、
江
戸
語
に
お
い
て
指
示
語
は
全
体
の
六
割
以
上
を
占

め
、
構
文
の
類
型
も
広
く
、
キ
リ
の
使
用
例
の
中
心
を
な
す
。
こ
の
よ
う
な

中
心
的
用
法
に
こ
そ
、
次
の
変
化
を
促
す
要
因
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
詳

し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
指
示
語
の
増
加

で
、
キ
リ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
具
体
的
に
み
て
い
く
。

四
・
一　

指
示
語
の
内
訳

表
3
は
、
キ
リ
が
取
る
指
示
語
の
内
訳
で
あ
る
。

表
3
か
ら
指
示
語
の
中
で
は
「
こ
れ
」
が
中
心
で
、
概
ね
六
割
程
度
、「
そ

れ
」
が
三
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
「
あ
れ
」
を
取
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
一
八
〇
〇
年
代
以
降
の
江
戸
語
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。

計 他 あ
れ

そ
れ

こ
れ

6 0 0 2 4
上
方
Ⅰ

14
こ
の
店
1

0 2 12
上
方
Ⅱ

22
こ
こ
2

0 6 14
江
戸
Ⅰ

45
そ
の
時
1

そ
の
晩
1

5 10 28
江
戸
Ⅱ

表
3
　
指
示
語
の
内
訳

こ
の
様
相
か
ら
、
上
接
す
る
指
示
語
は
、「
こ
れ
→
そ
れ
→
あ
れ
」
と
展
開

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
あ
げ
て
お
く
。

（
12
）
a　

�

こ
れ
ぎ
り
に
女
郎
す
て
行
く
を
（
好
色
一
代
女
、
一
・
四
一
九
）

　
　

 

b　

�

是
切
で
楽
し
ん
で
こ
い
と
、
金
廿
両
や
つ
て
き
た
と
い
ふ（
軽
口

瓢
金
苗
、
八
・
一
二
〇
）

（
13
）�

主
と
家
来
と
の
悲
し
さ
は
。
蹴
飛
ば
さ
れ
た
ら
そ
れ
ぎ
り
に
、張
り
込

み
も
言
わ
れ
ぬ
故
。（
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
、
六
四
六
）

（
14
）�
も
は
や
お
れ
が
命
も
こ
れ
ぎ
り
じ
ゃ
。（
軽
口
は
る
の
山
、
八
・
二
九

一
）

（
15
）�

そ
の
お
客
が
そ
れ
ぎ
り
に
よ
ん
で
く
だ
さ
ら
ぬ
に
よ
っ
て
。（
箱
枕
、一

二
三
）
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（
16
）�
そ
れ
だ
け
れ
ど
わ
た
し
ら
が
や
う
な
も
の
だ
か
ら
、も
う
こ
れ
ぎ
り
で

お
出
な
ん
す
め
へ
（
傾
城
買
四
十
八
手
、
一
〇
八
）

（
17
）
a　

�
そ
な
た
を
や
つ
た
ら
大
か
た
も
は
や
そ
れ
ぎ
り
で
帰
る
ま
い
。

（
諸
鞚
奥
州
黒
、
八
・
一
九
）

　
　

 

b　

�

も
ふ
、
そ
れ
切
で
か
な
ら
ず
呑
な
ん
す
な
へ
（
遊
子
方
言
、
四
・

五
〇
）

（
18
）�

万
一
こ
れ
ぎ
り
で
逢
れ
な
い
様
に
な
つ
た
ら
、ぬ
し
の
か
た
み
と
心
付

て
、（
春
告
鳥
、
三
八
七
）

（
19
）
a　

�

口
半
分
に
も
出
来
な
ひ
女
だ
と
思
ひ
な
ん
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ

最
、
夫
限
（
そ
れ
ぎ
り
）
愛
想
を
尽
さ
れ
て
仕
ま
ふ
の
も
、
誠
に

悔
し
ふ
ざ
ま
す
は
（
春
告
鳥
、
五
一
七
）

　
　

 

b　

�

ヘ
ン
、算
盤
は
二
之
段
ぎ
り
だ
。
べ
ら
ぼ
う
め
。
そ
れ
は
始
り
だ

ア
。
夫
ッ
切
か
。（
浮
世
床
、
二
九
三
）

（
20
）�

あ
れ
ぎ
り
居
所
が
知
れ
ぬ
故
、常
不
断
旦
那
様
と
噂
さ
斗
し
て
い
た
わ

い
の
（
小
袖
曽
我
薊
色
縫
、
四
二
一
）

指
示
語
の
内
容
は
、
事
物
の
例
が
（
12�

b
）（
17�

b
）（
19�

b
）
の
三
例
が

数
量
の
範
囲
、
そ
の
他
の
「
こ
の
店
」「
こ
こ
」
は
場
所
を
表
し
て
い
る
ほ
か

は
、
大
半
が
時
間
を
表
し
て
い
る
。

四
・
二　

指
示
語
の
変
化
が
意
味
す
る
と
こ
ろ

先
述
の
よ
う
に
、
キ
リ
は
も
と
も
と
時
間
の
範
囲
の
終
点
を
表
す
の
で
あ

る
が
、
そ
の
時
点
の
み
を
表
す
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
そ
の
時
点
ま
で

の
期
間
」
と
い
っ
た
主
節
事
態
が
成
立
す
る
範
囲
を
表
し
て
い
る
（（
5�

a
）

参
照
）。
指
示
語
「
こ
れ
」
を
取
る
場
合
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
続
い
て
き
た

事
態
が
あ
り
、
そ
の
最
終
時
点
が
「
今
・
こ
の
時
ま
で
」
で
あ
る
こ
と
を
表

す
。
用
例
（
21�

a
）
で
は
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
里
通
い
を
こ
こ
ま
で
で

や
め
る
こ
と
、（
21�

b
）
で
は
い
ま
ま
で
続
い
て
き
た
命
が
こ
こ
ま
で
で
あ
る

こ
と
、
と
い
っ
た
解
釈
に
な
る
。

（
21
）
a　

�

こ
の
里
ふ
つ
と
や
め
て
、
野
郎
ぐ
る
ひ
に
仕
替
へ
ん
と
思
ひ
定

め
、（
中
略
）
こ
れ
ぎ
り
に
女
郎
す
て
行
く
を
、（
好
色
一
代
女
、

一
・
四
一
九
）

　
　

 

b　

�

も
は
や
お
れ
が
命
も
こ
れ
ぎ
り
じ
ゃ
。（
軽
口
は
る
の
山
、
八
・

二
九
一
）

通
常
の
時
間
名
詞
を
取
る
場
合
と
「
こ
れ
」
を
取
る
場
合
で
は
、
い
ず
れ

も
何
ら
か
の
「
最
終
時
点
」
を
キ
リ
が
取
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
時
間

名
詞
の
場
合
は
あ
く
ま
で
「
範
囲
」
そ
の
も
の
に
視
点
が
あ
る
の
に
対
し
、

「
こ
れ
」
の
場
合
、「
今
」
ま
で
の
「
範
囲
」
で
は
な
く
、
視
点
は
「
今
・
こ

こ
」
と
い
っ
た
特
定
の
時
点
に
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
指
示
語
「
こ
れ
」

の
拡
大
は
、
キ
リ
が
、「
範
囲
」
を
表
す
も
の
か
ら
、「
最
終
時
点
」
に
特
に

視
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
時
点
を
指
す
も
の
へ
変
化
し
た
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）

5
（

。

こ
の
よ
う
に
指
示
語
「
こ
れ
」
を
取
り
特
定
の
時
点
を
指
す
用
法
が
で
き

た
こ
と
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
上
接
の
指
示
語
が
「
そ
れ
」
拡
大
し
た
も

の
が
（
22
）
の
よ
う
な
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）
a　

�

主
と
家
来
と
の
悲
し
さ
は
。
蹴
飛
ば
さ
れ
た
ら
そ
れ
ぎ
り
に
、張

り
込
み
も
言
わ
れ
ぬ
故
。（
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
、
六
四
六
）
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b　

�

病
の
事
を
い
へ
ば
女
は
づ
か
し
が
り
て
、
か
さ
ね
て
あ
そ
ば
ず
、

そ
れ
切
に
て
縁
き
る
ゝ
也
。（
野
白
内
証
鑑
、
一
四
九
）

（
22
）の
例
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
そ
れ
」は
文
脈
を
指
示
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
蹴
飛
ば
さ
れ
る
」「
病
の
事
を
い
う
」
と
い
う
事
態
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る）

6
（

。
全
体
と
し
て
は
、「
そ
れ
」
が
指
す
事
態
が
起

こ
る
と
い
う
特
定
の
時
点
を
継
起
と
し
て
、「
張
り
込
み
も
言
わ
れ
ぬ
」「
縁

き
る
ゝ
」
と
い
う
主
節
事
態
が
起
こ
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
す
。

こ
の
よ
う
な
特
定
の
事
態
を
受
け
る
「
そ
れ
」
か
ら
指
示
語
が
「
あ
れ
」

に
な
る
と
記
憶
指
示
と
な
り
、
必
ず
過
去
の
事
態
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

（
23
）�

貴
君
に
驚
さ
れ
る
と
は
少
し
も
気
が
つ
き
ま
せ
ん
だ
っ
た
ヨ
。（
中
略
）

そ
れ
で
も
実
に
肝
を
潰
し
ま
し
た
も
の
を
。
若
万
一
あ
れ
っ
き
り
私

が
死
ん
だ
ら
ど
う
な
さ
る
。（
春
色
連
理
の
梅
、
二
編
巻
之
六
）

（
23
）
で
は
、「
あ
れ
」
は
「
貴
君
に
驚
さ
れ
」
た
時
を
指
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
や
は
り
そ
の
時
点
を
継
起
と
し
て
「
私
が
死
」
ぬ
と
い
う
主
節
事

態
が
起
こ
る
こ
と
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な「
特
定
の
時
点
」を
指
す
例
は
、
指

示
語
を
取
る
場
合
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

キ
リ
が
タ
形
を
取
る
場
合
、
や
は
り
同
様
に
「
特
定
の
時
点
」
を
「
キ
リ
」

に
す
る
こ
と
意
味
す
る
。

（
24
）�

こ
れ
も
旅
で
別
れ
た
ぎ
り
故
、
ど
こ
に
今
は
ご
ざ
ん
す
や
ら
、
居
所
さ

へ
も
存
ま
せ
ぬ
わ
い
ナ
。（
小
袖
曽
我
薊
色
縫
、
四
二
二
）

こ
の
よ
う
に
他
の
上
接
語
が
範
囲
を
表
す
の
に
対
し
、
指
示
語
と
タ
形
を

と
る
場
合
は
、
い
ず
れ
も
特
定
の
時
点
の
み
を
表
わ
す
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
。「
特
定
の
時
点
」
と
い
う
共
通
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
キ
リ

の
展
開
に
お
け
る
タ
形
へ
の
拡
張
は
、
指
示
語
を
取
る
場
合
か
ら
の
発
達
を

想
定
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
そ
れ
」
を
取
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

「
そ
れ
き
り
」
の
「
そ
れ
」
は
先
行
文
脈
を
指
し
、
事
態
そ
の
も
の
を
受
け
る
。

こ
の
指
示
語
の
部
分
に
指
示
内
容
の
補
文
を
直
接
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

タ
形
を
取
る
キ
リ
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
25
）
a　

�

幾
個
で
も
引
か
か
り
次
第
に
婬
戯
で
。［
飽
た
］
ら
夫
っ
き
り
よ

と
い
ふ
。（
花
廼
志
満
台
、
三
編
巻
之
中
）

　
　

 

b　

�［
そ
れ
］
＝
［
飽
た
］
き
り

「
あ
り
き
り
」の
例
を
除
い
て
、
動
詞
を
取
る
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

状
態
で
、
一
七
八
〇
年
頃
の
江
戸
語
で
突
如
タ
形
を
取
る
例
が
出
現
す
る
、

と
い
う
展
開
の
早
さ
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。

動
詞
自
体
を
取
る
こ
と
は
、
確
か
に
上
方
Ⅰ
期
に
す
で
に
「
あ
り
き
り
」

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
動
詞
（
句
）」
を
取
る
と
い
う
点
を
重
視
す
る
の

で
あ
れ
ば
、「
あ
り
き
り
」
か
ら
の
発
達
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
あ
り
き
り
」
自
体
キ
リ
の
使
用
例
の
中
で
は
上
方
語
・
江
戸
語
を
通
し
て

少
数
し
か
な
く
、
上
方
Ⅰ
期
か
ら
ル
形
お
よ
び
他
の
動
詞
に
拡
張
し
た
例
が

江
戸
語
の
タ
形
接
続
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
確
認
で
き
な
い）

7
（

。
さ
ら
に
「
あ
り
き

り
」
は
「
あ
る
だ
け
」「
あ
る
範
囲
で
」
と
い
う
「
範
囲
」
の
意
味
を
表
し
、

タ
形
接
続
と
は
意
味
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
指
示
語
の
使

用
は
キ
リ
の
中
心
的
用
法
で
あ
り
、
上
方
語
・
江
戸
語
と
も
に
活
発
に
用
い

ら
れ
て
お
り
、
か
つ
特
定
の
「
時
点
」
を
指
す
と
い
う
点
で
タ
形
接
続
と
共

通
す
る
。
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四
・
三　

副
詞
句
へ
の
変
化

「
あ
り
き
り
」
を
由
来
と
考
え
る
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
元
々
名
詞

（
句
）
と
し
て
働
い
て
い
た
「
～
キ
リ
」
が
、「
キ
リ
φ
」
の
形
で
、
副
詞
句

と
な
る
、
と
い
う
文
法
上
の
性
質
の
変
化
を
、
分
量
を
表
す
遊
離
数
量
詞
的

段
階
を
考
え
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
点
に
あ
る
。
で
は
、指
示
語
の
場
合
、副

詞
句
へ
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
宮
地（
二
〇
一
一
）

で
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、「
キ
リ
φ
」
と
な
る
例
は
「
あ
り
き
り
」
だ
け
で
な

く
、
指
示
語
を
取
る
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。

（
26
）
あ
れ
ば
有
限
φ
つ
か
ふ
と
い
ふ
所
さ
ネ
（
浮
世
風
呂
、
二
三
四
）

（
27
）
ど
ふ
や
ら
是
切
り
φ
逢
れ
ぬ
様
で
（
小
袖
曽
我
薊
色
縫
、
三
一
五
）

江
戸
Ⅱ
期
で
は
、「
キ
リ
φ
」
の
形
で
副
詞
句
と
な
る
の
は
、
調
査
の
範
囲
で

は
、
指
示
語
が
十
二
例
、「
あ
り
」
が
二
例
、
タ
形
が
四
例
で
あ
る
。

指
示
語
を
取
る
例
は
、
分
量
で
は
解
釈
で
き
な
い
の
で
、
遊
離
数
量
詞
的

性
質
に
よ
っ
て
副
詞
句
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
指
示
語
を
取
る
例
が
、

「
キ
リ
φ
」
と
な
っ
た
背
景
に
は
「
キ
リ
ニ
」
ま
た
は
「
キ
リ
デ
」
の
存
在
が

あ
る
と
考
え
る
。「
キ
リ
ニ
」「
キ
リ
デ
」
は
、
述
語
に
対
す
る
連
用
修
飾
句

を
構
成
す
る
が
、
指
示
語
を
取
る
場
合
、
前
述
の
通
り
、
特
定
の
あ
る
「
時

点
」
を
意
味
す
る
。
こ
の
た
め
キ
リ
句
が
時
間
副
詞
の
よ
う
な
解
釈
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
時
間
名
詞
句
（
時
間
副
詞
句
）
は
、
助
詞
を
伴
う
場
合
と
、
伴
わ
な

い
場
合
の
両
方
が
あ
り
、
名
詞
の
よ
う
に
も
副
詞
の
よ
う
に
も
振
る
舞
う
。

（
28
）
a　

�

太
郎
に
会
っ
た
時
｛
に
／
φ
｝、
借
り
た
本
を
返
す
。

　
　

 

b　

�

家
を
出
た
後
｛
で
／
に
／
φ
｝、
忘
れ
物
に
気
づ
い
た
。

指
示
語
を
取
る
例
で
は
、
次
の
よ
う
な
ほ
ぼ
同
様
の
文
脈
で
「
キ
リ
デ
」

と
「
キ
リ
φ
」
の
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
29
）
ど
ふ
や
ら
是
切
り
φ
逢
れ
ぬ
様
で
（
小
袖
曽
我
薊
色
縫
、
三
一
五
）

（
30
）�

も
し
万
々
一
。
是
ぎ
り
で
逢
れ
ね
へ
や
う
に
で
も
成
い
し
た
ら
。（
花

街
寿
々
女
、
二
七
・
二
六
八
）

ま
た
、
タ
形
を
取
る
場
合
、
多
く
は
「
キ
リ
φ
」
と
な
る
が
、
次
の
よ
う
に

デ
を
伴
っ
た
例
も
み
ら
れ
る
。

（
31
）�

何
処
へ
往
ま
し
た
か
し
り
ま
せ
ん
と
。言
う
た
っ
き
り
で
打
捨
て
置
た

も
ん
だ
か
ら
（
花
廼
志
満
台
、
三
編
巻
之
中
）

こ
の
よ
う
に
指
示
語
を
取
る
場
合
と
タ
形
を
取
る
場
合
の
「
デ
」）

8
（

は
、
付
い

て
も
付
か
な
く
て
も
よ
い
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
、
こ
の
よ
う
な

特
徴
は
、
先
に
み
た
時
間
名
詞
（
副
詞
）
句
の
特
徴
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
観
察
か
ら
、「
指
示
語
＋
キ
リ
φ
」（「
タ
形
＋
キ
リ
φ
」）
が
時
間
名

詞
（
副
詞
）
句
と
同
様
の
解
釈
を
受
け
る
こ
と
で
生
じ
た
も
の
と
し
て
も
矛

盾
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
、
キ
リ
の
史
的
展
開
に
お
い
て
タ
形
接
続

の
用
法
は
、「
指
示
語
＋
キ
リ
」
の
用
法
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
る
。

五　

ま
と
め

本
論
で
は
、
現
代
語
に
見
ら
れ
る
キ
リ
の
多
様
な
用
法
の
う
ち
、
特
に
タ

形
に
接
続
す
る
用
法
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
論
で
述
べ
た
こ
と
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
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①�
タ
形
へ
の
接
続
は
、「
そ
れ
＋
キ
リ
」
の
よ
う
な
、
文
脈
か
ら
特
定
の
事
態

を
受
け
る
指
示
語
の
例
か
ら
、
指
示
語
の
部
分
に
直
接
事
態
を
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
成
立
し
た
。

②�

副
詞
句
へ
の
変
化
は
、「
指
示
語
＋
キ
リ
」（
タ
形
＋
キ
リ
）
句
が
時
間
副

詞
句
の
よ
う
な
解
釈
を
受
け
る
こ
と
で
発
生
し
た
。

本
論
で
は
、「
あ
り
き
り
」
を
除
く
（
1�

c
）
の
よ
う
な
「
動
詞
連
用
形
＋

キ
リ
」
の
例
を
検
討
し
な
か
っ
た
点
が
大
き
な
問
題
と
し
て
残
る
。
連
用
形

＋
キ
リ
に
は
、
次
の
よ
う
に
タ
形
＋
キ
リ
と
よ
く
似
た
例
も
観
察
さ
れ
る
。

（
32
）�

た
と
へ
今
日
が
日
。
御
縁
が
き
れ
て
も
。
一
生
別
れ
き
り
と
い
ふ
で
は

な
し
。（
仮
名
文
章
娘
節
用
、
後
編
下
巻
）

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
連
用
形
＋
キ
リ
の
例
は
、
複
合
動
詞
「
～
キ

ル
」
の
連
用
形
名
詞
か
ら
の
派
生
で
あ
り
、
本
論
で
検
討
し
た
「
名
詞
＋
キ

リ
」
と
は
別
の
系
統
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
複
合
動
詞
「
～
キ
ル
」
は
非

常
に
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
、
近
世
期
に
「
完
全
に
～
す
る
」
と
い
う

完
遂
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
（
青
木
二
〇
一
〇
）。（
1�
c
）
で

見
た
「
任
せ
キ
リ
」
の
よ
う
な
「
連
用
形
＋
キ
リ
」
は
「
～
し
た
ま
ま
」
の

よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
完
遂
の
意
味
か
ら
の
派
生
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
期
に
は
、
次
の
よ
う
な「
全
部
～
す
る
」と
い
っ

た
意
味
の
「
連
用
形
＋
キ
リ
」
名
詞
句
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

（
33
）�

浪
こ
こ
も
と
に
借
り
き
り
の
小
舟
、
和
田
の
御
崎
を
め
ぐ
れ
ば（
好
色

一
代
男
、
一
・
三
七
）

こ
の
よ
う
な
例
で
は
、
本
論
で
検
討
し
た
「
名
詞
＋
キ
リ
」
と
同
形
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
用
法
や
意
味
の
面
で
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
互
い
に

強
く
影
響
を
与
え
合
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
実
際
、
複
合
動

詞
「
～
キ
ル
」
は
連
濁
を
起
こ
す
こ
と
は
な
い
が
、
近
世
後
期
に
は
次
の
よ

う
な
例
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
「
名
詞
＋
ぎ
り
」
と
の
混
乱
例
と
み
ら
れ
る
。

（
34
）
此
家
へ
被
為
入
り
ぎ
り
に
被
成
て
（
春
色
連
理
の
梅
、
初
編
巻
之
三
）

特
に
「
あ
り
き
り
」
は
、
複
合
動
詞
「
～
キ
ル
」
と
の
関
係
で
考
え
る
べ
き

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
付
記
】
本
研
究
は
、
科
研
費19K

00638

、19H
01262

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

注（
1
）　

明
治
期
ま
で
は
ギ
リ
が
優
勢
で
あ
る
。
岩
崎
（
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、
大

正
時
代
に
「
ぎ
り
」
か
ら
「
き
り
」
へ
の
交
替
が
始
ま
り
、
昭
和
二
〇
年
代
を

境
に
「
キ
リ
」
優
勢
に
転
換
す
る
と
さ
れ
る
。

（
2
）　

⑥
は
、
主
に
関
東
地
方
に
見
ら
れ
る
「
し
か
」
相
当
の
用
法
で
あ
り
、
本
稿

の
（
1
）
に
は
用
法
と
し
て
掲
載
し
て
い
な
い
。

（
3
）　

タ
形
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
宮
地
（
二
〇
一
一
）
に
お
い
て
も
慎
重
な
態

度
を
取
っ
て
お
り
、「
観
察
に
留
ま
り
答
え
を
持
た
な
い
」「
江
戸
語
の
構
造
的

特
徴
と
考
え
る
余
地
が
大
き
い
」（
二
三
二
～
二
三
三
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

（
4
）　

用
例
収
集
に
際
し
て
、「
指
キ
リ
」「
蕎
麦
キ
リ
」「
巾
着
キ
リ
」
の
よ
う
な

動
詞
「
切
る
」
の
意
味
が
明
白
に
あ
る
複
合
名
詞
は
除
外
し
た
。
ま
た
、「
丸

（
っ
）
き
り
」「
首
（
っ
）
き
り
」
の
よ
う
な
慣
用
表
現
も
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な

い
。「
買
い
キ
リ
」
の
よ
う
な
「
動
詞
連
用
形
＋
き
る
」
の
複
合
動
詞
の
連
用

形
名
詞
は
別
途
扱
う
。

（
5
）　

時
間
名
詞
の
中
で
も
「
今
日
」
を
取
る
場
合
（
上
方
Ⅰ
に
お
い
て
一
例
の
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み
）
に
は
、「
こ
れ
」
同
様
に
特
定
の
時
点
を
指
す
と
言
え
る
。
範
囲
を
表
し

て
い
た
も
の
か
ら
、
特
定
の
時
点
へ
の
フ
ォ
ー
カ
ス
と
い
っ
た
変
化
は
、
指
示

語
「
こ
れ
」
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
キ
リ
の
拡
張
の
流
れ
の
中
で
、
指
示
語
「
こ
れ
」
を
取
る
場

合
に
特
に
顕
著
に
そ
の
傾
向
が
現
れ
た
、
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
）　
「
そ
れ
」
は
名
詞
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
名
詞
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
補

文
相
当
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
。「
そ
れ
」
が
補
文
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
近
藤
（
二
〇
〇
〇
）
に
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
矢
島
（
二
〇
一
三
）
で

は
、
近
世
期
に
前
文
脈
を
受
け
る
接
続
詞
的
な
「
ソ
レ
ナ
ラ
」
が
多
用
さ
れ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
ソ
レ
」
が
文
相
当
を
指
示
す
る
可
能

性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　
『
冥
途
の
飛
脚
』
に
「
夕
霧
」
と
「
言
ふ
ぎ
り
」
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
例

が
あ
る
が
、
キ
リ
の
例
と
み
る
べ
き
か
ど
う
か
難
し
い
用
例
で
あ
る
。

（
8
）　

調
べ
た
範
囲
で
は
、
タ
形
に
「
ニ
」
が
接
続
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。

【
調
査
資
料
・
使
用
テ
キ
ス
ト
】

『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
洒
落
本
・
人
情
本
）
国
立
国
語
研
究
所
（2021

）
バ
ー

ジ
ョ
ン2021.3�https://ccd.ninjal.ac.jp/chj/

、『
噺
本
大
系
』（
東
京
堂
出
版
）

国
文
学
研
究
資
料
館
、
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス�

（http://base1.nijl.
ac.jp/~hanashibon

）、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
井
原
西
鶴
集
』、『
近
松
門
左

衛
門
集
』、『
浄
瑠
璃
集
』『
浮
世
草
紙
集
』『
黄
表
紙
』『
洒
落
本
・
滑
稽
本
・
人
情

本
』（
小
学
館
）
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
（https://japanknow

ledge.com
/psnl/

search/koten/index.htm
l

）、

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
上
方
歌
舞
伎
』『
江
戸
歌
舞
伎
』『
浮
世
風
呂
』（
岩
波
書

店
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
戸
歌
舞
伎
』（
岩
波
書
店
）、『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』

（
勉
誠
社
）（
※
江
戸
上
演
の
も
の
の
み
）
第
一
巻
「
心
中
鬼
門
角
」（
一
七
一
〇
）　

第
七
巻「
面
影
砥
水
鏡
」（
一
七
四
六
）第
八
巻「
諸
鞚
奥
州
黒
」（
一
七
五
二
）「
男

伊
達
初
買
曽
我
」（
一
七
五
九
）　

第
九
巻「
由
良
千
軒
蟾
兎
湊
」（
一
七
五
四
）　

第

三
十
巻
「
御
攝
勧
進
町
」（
一
七
七
三
）
第
三
十
六
巻
「
国
色
和
曾
我
」（
一
七
七

八
）　

第
四
十
三
「
玉
櫛
笥
粧
曾
我
」（
一
七
四
七
）
第
四
十
四
巻
「
仇
名
か
し
く
」

（
一
七
七
七
）『
洒
落
本
大
成
』
4
～
7
（
中
央
公
論
社
）、

【
参
考
文
献
】

青
木
博
史
（
二
〇
一
〇
）『
語
形
成
か
ら
見
た
日
本
語
文
法
史
』
ひ
つ
じ
書
房

岩
崎
摂
子
（
一
九
七
二
）「〈
き
り
〉〈
ぎ
り
〉
考
」『
女
子
聖
学
院
短
期
大
学
紀
要
』

五
、
一
五
―
三
四
頁

倉
持
保
男
（
一
九
六
九
）「
き
り
（
ぎ
り
）
―
副
助
詞
〈
現
代
語
〉」『
古
典
語
現
代

語
助
詞
助
動
詞
詳
説
』（
学
燈
社
）

此
島
正
年
（
一
九
六
六
）『
国
語
助
詞
の
研
究
―
助
詞
詞
素
描
』
桜
楓
社

近
藤
泰
弘
（
二
〇
〇
〇
）『
日
本
語
記
述
文
法
の
理
論
』
ひ
つ
じ
書
房

宮
地
朝
子（
二
〇
一
一
）「
名
詞
キ
リ
の
形
式
化
と
文
法
化
」『
日
本
語
文
法
の
歴
史

と
変
化
』、
二
一
五
―
二
三
八
頁
、
く
ろ
し
お
出
版

矢
島
正
浩
（
二
〇
一
三
）『
上
方
・
大
阪
語
に
お
け
る
条
件
表
現
の
史
的
展
開
』
笠

間
書
院

湯
澤
幸
吉
郎
（
一
九
三
六
）『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
刀
江
書
院

渡
邊
ゆ
か
り
（
二
〇
〇
二
）「
付
属
語
「
き
り
」
の
用
法
の
変
遷
に
つ
い
て
―
江
戸

語
・
東
京
語
を
中
心
に
―
」『
日
本
語
科
学
』
十
二
、
一
二
八
―
一
五
二
頁

（
い
わ
た
・
み
ほ　

就
実
大
学
准
教
授
）
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